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提出された学位請求論文「台湾における鉄筋コンクリート構築技術の地域的

特徴の形成に関する史的研究」は、これまで明らかにされていなかった台湾に

おける鉄筋コンクリート構築技術の独自の特徴とその形成の過程を歴史的に明

らかにした論文であり、序論と本論４章とからなっている。 

「序論」では、先ず研究の背景、目的、既往の関連研究の成果等を明らかにし

ている。その中で、台湾での鉄筋コンクリート（以下「RC」）構造技術の一般

化以前に現れた様々な構法について明らかにすること、それらの構法における

日本の影響を明らかにすること、台湾の産業・気候、及びアメリカ等からの影

響を明らかにすること、の３つを具体的な目的として設定し、そのことによっ

て台湾での RC 構築技術の形成過程と原因を明らかにするとしている。 

 第１章「産業構造下における近代 RC 建築への適応」では、台湾で RC 構造

が一般化する以前に現れた各種の構法と、それらがその後の RC 構法に及ぼし

た影響を明らかにしている。具体的には、煉瓦造の耐震性能を向上させるため

に RC を煉瓦造に部分的に使用した「補強煉瓦造」から、「RC 煉瓦幕壁式構法」

へと発展した過程を詳細に明らかにし、セメント、鉄筋材の供給面における制

約、また現場施工技術水準の影響を解明している。 

 第２章「気候への適応」では、RC 主体構法、各部構法の一般化の過程での気

候条件への配慮の影響を明らかにしている。具体的には、先ず、台湾での RC
主体構法の形成に見られる独自の気候への配慮を明らかにしている。その中で、

RC 材が木材に代わる耐久性材料、防蟻材として、屋根と床に使用されることで

発展してきたこと、気候条件に配慮した構法が、日本軍による実験を通して考

案され、通風を重視する開放性の高い骨組式構法へと傾いていったことを明ら

かにしている。次に、RC 過渡期における気候配慮型 RC の各部構法を明らかにし

ている。ここでは、屋根について、栗山による防暑ブロック屋根、竹島ベンチ

レーター等の技術が、壁について、栗山による防暑ブロック壁、二重壁等の技

術が存在したが、1930 年代後半にすべて消失したことを明らかにしている。最

後に、気候配慮による RC 各部構法の確立の過程を明らかにしている。具体的に

は、屋根構法に関しては、熱帯地方におけるアスファルトの劣化等の問題を回

避すべく、モルタル防水、タイル貼り構法が発展した経緯、戦後アスファルト

防水構法が改良され再び主流になった経緯を明らかにしている。壁構法に関し



  

ては、スクリーンブロック壁、大面積のルーバー等の利用が一時的なものにと

どまり、内装油ペンキー塗り、外装タイル貼りの構法が定着した経緯を明らか

にしている。その上で、近代台湾においては、気候に配慮した RC 構法の利用が

極めて限定されたものであったと結論付けている。 
第３章「技術レベルへの適応」では、台湾での RC 技術の変遷過程における日本、

アメリカの影響を明らかにしている。具体的には、先ず、日本植民地時代に蓄

積された RC 構築の知識を明らかにしている。台湾の RC 技術教育において RC 理

論に重点が置かれなかったこと、仕様書や基準における日本の影響が、台湾独

自の関連規則の発布、改正以降も強かったことを明らかにしている。同時に、

主体構法、各部構法において日本から持ち込まれ、定着した技術を明らかにし

ている。次に、戦後アメリカからの技術的な影響の内容を明らかにしている。

その中で、施工仕様が ACI コードの基準に従って変化し、建築図面、品質管理

方法もアメリカ方式で発展たこと、アメリカで一般的であった RC 剛節骨組式構

法が台湾の RC 構法の主流となった経緯、プレキャスト屋根、フラットスラブ床

といった各部構法がアメリカから導入され定着したことを明らかにしている。 
第４章「結論」では、前３章で明らかになった台湾での RC 構築技術の地域

的特徴の形成過程をまとめた上で、関連する今後の研究課題を抽出、整理し、

本論文の結論としている。 
 
以上、本論文は、膨大な史料調査及び関係者への聞取り調査等によって、こ

れまで明らかにされていなかった台湾での RC 構築技術の地域的特徴の形成過

程を歴史的に明らかにした論文であり、建築学の発展に寄与するところが大き

い。 
 

よって本論文は博士（工学）の学位請求論文として合格と認められる。 
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